
プログラム 

 

1日目  
（2004年 10月 30日） 

  

9:00－9:30 登録 

9:30－9:50 開会の辞と趣旨説明 

9:50－10:00 休憩 

  

セッション「環境と人のかかわりを解く」 
 

サブセッション１「森林資源への多様なアプローチ」 

10:00－10:30 石井弘明（神戸大学大学院自然科学研究科）「ダグラスファー老木におけ

る樹冠再生－ケーススタディーから応用まで－」 

10:30－11:00 安岡宏和（ASAFAS）「フィールドワークから学術的成果まで－バカ･ピ

グミーの長期狩猟採集行にかんする研究から－」 

11:00－11:10 休憩 

11:10－11:40 三俣学（兵庫県立大学経済学部）「森林・環境問題におけるフィールド調

査の魅力と困難さ」 

11:40－12:10 討論・ディスカッサント：佐藤廉也（九州大学大学院比較社会文化研究

院）、生方史数（ASAFAS） 

12:10－1:20  昼食 

 

サブセッション２ 「環境の思想と政策」 

1:20－1:50 趙公章（東京大学大学院新領域創成科学研究科）「公共事業の政策形成プ

ロセスにおけるパネルのあり方に関する一考察」 

1:50－2:20 石坂晋哉（ASAFAS）「ヒマラヤの環境問題と現代のガンディー主義－テ

ーリー・ダム反対運動とスンダルラール・バフグナ－」 

2:20－2:50 討論・ディスカッサント：中地重晴（環境監視研究所） 

2:50－3:05 休憩 

 

サブセッション３「焼畑をどう描くのか？」 

3:05－3:35 四方篝（ASAFAS）「『休閑畑』からの収穫－カメルーン東南部の熱帯雨

林帯における焼畑農耕システム－」 

3:35－4:05 森元早苗（岡山商科大学法経学部）「焼畑地域でのデータ収集と定量分析



－ラオス中部での社会調査より－」 

4:05－4:35 討論・ディスカッサント：大山修一（東京都立大学理学研究科）、横山智

（熊本大学文学部） 

4:35－4:50 休憩 

 

特別セッション 

4:50－5:20 村尾静二（総合研究大学院大学文化科学研究科）「映像によるアプローチ」 

5:20－5:35 討論・ディスカッサント：小林直明（国立民族学博物館） 

5:35－5:45 休憩 

 

講演 1 
5:45－6:15 佐藤郁哉（一橋大学商学部・大学院商学研究科）「フィールドから民族誌

テクストへ－分離エラーを超えて－」 

6:30－8:30 懇親会（於 時計台記念館国際交流ホール 第 3ホール） 

 

＊ ＊ ＊ 

 

2日目 
（2004年 10月 31日） 

 
セッション「地域再編と生活世界の変化をよむ」 

 

サブセッション 4 「体制移行・開発プロジェクトのもとで生きる」 

9:30－10:00 風戸真理（ASAFAS）「移行期モンゴル社会における遊牧民の社会組織－

牧畜も商売も教育も－」 

10:00－10:30 菊田悠（東京大学大学院総合文化研究科）「ポスト・ソビエト社会におけ

る「オデュッセイア的」調査－陶業を通じたイスラーム研究の経験から

－」 

10:30－10:40 休憩 

10:40－11:10 丸山淳子（ASAFAS）「『行い』をみること－再定住地で暮らす狩猟採集

民サンの生活再編の過程－」 

11:10－11:40 相川陽一（一橋大学大学院社会学研究科）「大規模開発と住民の生存戦略

－成田空港周辺地域における有機農業実践の事例から－」 

11:40－12:20 討論・ディスカッサント：石井正子（国立民族学博物館） 

12:20－1:30 昼食 

 



サブセッション 5 「ケアの現場から」 

1:30－2:00 高橋絵里香（東京大学大学院総合文化研究科）「コミュニティケアの老年

人類学－フィンランド西南部二言語地域における高齢者福祉を通して

－」 

2:00－2:30 加瀬澤雅人（ASAFAS）「グローバル状況下における民間の治療家の再帰

的変容－南インド・ケーララ州の事例から－」 

2:30－3:00 討論・ディスカッサント：松林公蔵（CSEAS）、飯田淳子（川崎医療福祉

大学） 

3:00－3:15 休憩 

 

サブセッション 6「都市で働く」 

3:15－3:45 田村うらら（京都大学大学院人間・環境学研究科）「『関係』をみる、と

いうこと－トルコの定期市における売買関係の調査から－」 

3:45－4:15 小川さやか（ASAFAS）「『仲間のあいだで稼ぐ』－都市零細商人の商慣

行の歴史的変遷－」 

4:15－4:25 休憩 

4:25－4:55 織田雪世（ASAFAS）「『寄り道』して学んだこと－ガーナ都市部におけ

るサロン就業者の質問票調査から－」 

4:55－5:25 討論・ディスカッサント：松村圭一郎（京都大学大学院人間・環境学研

究科）、鶴田格（近畿大学農学部） 

 

講演 2 
5:30－6:00 松田素二（京都大学文学部）「異なる経験世界をつなぐ過程としてのフィ

ールドワーク」 

6:00 閉会のあいさつ 

 

略称：ASAFAS＝京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 

   CSEAS＝京都大学東南アジア研究所 

 


